
           

                

化学物質が人体や環境に対して有害な影響を与えるかどうかを調べるた

めに用いられる試験方法である。 

 

 吸入性化学物質の多くは無機物質であり、様々な有害性が報告されてい

る。有害性を評価する方法して吸入ばく露試験や気管支注入試験などがある

が、動物愛護の観点から化学物質のあらたな安全性試験の開発が求められて

いる。 

化学物質の有害性・安全性評価サービスを提供する企業等への導出。 

 

 吸入性無機化学物質を肺胞マクロファージに投与し、曝露細胞の遺

伝子発現の増減パターンから、試験物質の有害性の高低を予測するモ

デル実験系を開発した。具体的には、有害な吸入性化学物質に共通し

て発現量が変化する18種類の判別評価遺伝子群の発現パターンを解析

することで有害性の高低を予測する。 
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